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ギャラリーショップKANAGU　東京都港区新橋 4‒31‒5　アトムC Sタワー 1階　TEL. 03-3437-7750　Open　月̶金 10時 ̶ 18時　Close　土・日・祝日（第 1・第 3土曜日は営業）
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190 C O N T E N T S

幸せの国への静かな道

アトムCSタワーのエコ活動

石の神様・仏様

住まいに役立つ仲間たち

古今東西たてものがたり

What is ATOM? 

SLOWでいこう

オフタイム

島根県　出雲─松江

屋上緑化で環境学習 18

少しずつでも伸びていく

家を守る『鍵と錠前』その 2

神奈川県大磯町　旧木下家別邸

アトムリビンテックって、どんな会社 ? 2

国分寺  カフェスロー ・4［最終回］  
気軽にエコを楽しもう編

3

7

8

9

11

15

17

18

今号の表紙 絵　

A

KIKO　詩　志岐奈津子

あなたが出会う人たちは　あなたを弾きたい人たち。

どの人も、自分の楽譜をかかえ、音をさがし、

譜面を書きかえながら　

ただひとつの音楽をさがしている。

人は、人を弾きながら　自分の音楽をさがしているから、

あなたが出会う人は、あなたを弾きたい人たち。

あなたを聞きたい人たち。

A

KIKO（アキコ）　
画家

北海道余市町生まれ。

「いのちとつながり」を

テーマに自然のエネル

ギーを紡ぎ続ける

instrument.　「simple side.」より

酸化しにくい錫で作られた
「能作」の干支ぐい呑です。ひ
っくり返すと2016年の干支、
猿の顔が出現。リアルな猿の
顔を表現しながら、底面を3

点でしっかりと自立させるよ
う設計されています。酒器と
してはもちろん、干支の置物
やオブジェとしてもお使いい
ただけます。

干支ぐい呑　申（さる）

巻末のハガキ・FAXまたはホームページの
アンケートにお答えいただいた方のなかから
抽選で10名様にプレゼントいたします。

締め切り　2016年1月31日（日）

読者プレゼント

［サイズ］　高さ3.8×直径6cm　［材質］　錫100%　［容量］　約50cc　［販売価格］　3,500円+消費税　

4当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせて
いただきます

こちらの商品は、CSタワー 1階
「ギャラリーショップKANAGU」で
展示販売しています。
どうぞお手にとってご覧ください

題
字

　井
村
俊
則
（
ア
ー
バ
ン
ス
タ
イ
ル
事
業
部
）
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新
シ
リ
ー
ズ
「
幸
せ
の
国
へ
の
静
か
な
道
」
を

ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
っ
て

　前
シ
リ
ー
ズ
「
ア
ル
テ
ィ
ザ
ン 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
は
、
主
に

伝
統
工
芸
に
携
わ
る
職
人
の
方
々
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
同
シ
リ
ー
ズ
の
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
回
数
を
重
ね
る

ご
と
に
、
職
人
の
方
々
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
写
真
か
ら
、
ま
た
お
話

し
い
た
だ
く
言
葉
の
端
々
か
ら
、
私
た
ち
は
ひ
と
つ
の
共
通
し
た

〝
あ
る
も
の
〞
を
感
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　そ
の
〝
あ
る
も
の
〞
と
は
何
か
。
そ
れ
は
日
本
人
の
D
N
A
に

刻
み
込
ま
れ
て
い
る
内
な
る
心
の
あ
り
方
、
た
と
え
て
い
う
な
ら

日
本
人
独
特
の
美
意
識
と
で
も
い
う
よ
う
な
も
の
に
根
ざ
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
い
た
り
ま
し
た
。

　新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
幸
せ
の
国
へ
の
静
か
な
道
」
は
、
日

本
人
が
最
も
大
切
に
し
て
き
た
〝
あ
る
も
の
〞
を
探
す
た
め
の
写

真
紀
行
で
す
。
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
齊
藤
文
護
氏
と
と
も
に
、

日
本
人
の
心
の
ふ
る
さ
と
と
も
い
う
べ
き
神
話
の
国
「
出
雲
」
の

地
を
訪
ね
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

齊
藤
文
護

　一
九
八
〇
年 

日
本
大
学
芸

術
学
部
写
真
学
科
卒
業
。
日
本
広
告
写
真

家
協
会
会
員
、
京
都
芸
術
写
真
家
協
会
会

員
。伊
勢
の
国
一
ノ
宮 

椿
大
神
社 

専
属
撮

影
、
山
王
総
本
宮
日
吉
大
社 

H
P
写
真

コ
ー
ナ
ー
担
当
。「
こ
こ
ろ
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」「
草
の
根
っ
こ
の
写
真
の
会
」
主
宰

島根県

出雲市

4

松江市

4

56
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石
の神

様   

仏
様 19

童子堂　地蔵菩薩（埼玉県秩父市）

童子堂は、秩父34カ所観音霊場の22番札所。昔、子どもの間

に天然痘が大流行したとき、山奥から観世音を勧請し祈祷し

たところ、ぴたりと治まったため、童子堂と呼ばれるように

なりました。このお地蔵さんは、境内ではなく、自動車道路か

ら参道への分岐点に立って、道標の役目をしています。

6秩父鉄道秩父駅から徒歩40分

埼
玉
県
秩
父
市
　童
子
堂
　

地
蔵
菩
薩

少
し
ず
つ
で
も
伸
び
て
い
く

お
寺
や
神
社
の
境
内
の
片
隅
や
道
す
が
ら
に
ひ
っ
そ
り
と
立
つ
、

石
の
神
様
・
仏
様
。時
に
よ
っ
て
は
、立
派
な
お
堂
の
中
に
祀
ら
れ
た

国
宝
の
仏
像
よ
り
も
力
強
く
、わ
た
し
た
ち
に
何
か
を
語
り
か
け
て
く
れ
ま
す
。

昔
の
俺
は
、
畑
の
き
わ
に
ぽ
つ
ん
と
立
つ
、
小
さ
な
地
蔵
だ
っ
た
。

そ
こ
か
ら
見
え
る
の
は
、
通
り
す
が
り
の
人
の
足
元
だ
け
。

俺
は
そ
れ
し
か
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
以
上
の
こ
と
を
望
み
も
し
な
か
っ
た
ん
だ
。

で
も
、
あ
る
時
、
歩
い
て
い
る
人
の
話
し
声
が
聞
こ
え
た
。

「
こ
れ
だ
け
あ
ち
こ
ち
旅
し
て
い
て
も
、
世
界
は
ま
だ
ま
だ
広
い
。

ど
こ
に
行
っ
て
も
、
知
ら
な
い
景
色
が
あ
る
ん
だ
ね
」
と
。

そ
れ
か
ら
俺
は
、
毎
日
、
ち
ょ
っ
と
ず
つ
背
伸
び
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
の
間
に
か
山
よ
り
も
背
が
高
く
、

世
界
中
を
見
渡
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

人
も
地
蔵
も
、
無
理
だ
と
思
っ
た
時
、
そ
こ
で
進
歩
が
止
ま
る
。

毎
日
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
、
昨
日
よ
り
高
く
な
ろ
う
と

努
力
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
大
事
だ
ね
。

文・写真　吉田さらさ　寺と神社の旅研究家

寺、神社、仏像に関する執筆と講師が主な仕事。取材旅行を重

ねるうちに、石の神様、仏様の像の魅力に気づき、写真を撮って

「お言葉」を考えるのがライフワークとなった。2014年秋に、撮

りためた写真をまとめた本『明日がちょっと幸せになるお地

蔵さまのことば』（ディスカヴァー・トゥエンティワン）を上梓。

その他、『近江若狭の仏像』、『石仏・石の神を旅する』（いずれ

もJTBパブリッシング）など、著書多数 

http: //sarasa77.hatenablog.com/
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く
、わ
た
し
た
ち
に
何
か
を
語
り
か
け
て
く
れ
ま
す
。

昔
の
俺
は
、
畑
の
き
わ
に
ぽ
つ
ん
と
立
つ
、
小
さ
な
地
蔵
だ
っ
た
。

そ
こ
か
ら
見
え
る
の
は
、
通
り
す
が
り
の
人
の
足
元
だ
け
。

俺
は
そ
れ
し
か
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
以
上
の
こ
と
を
望
み
も
し
な
か
っ
た
ん
だ
。

で
も
、
あ
る
時
、
歩
い
て
い
る
人
の
話
し
声
が
聞
こ
え
た
。

「
こ
れ
だ
け
あ
ち
こ
ち
旅
し
て
い
て
も
、
世
界
は
ま
だ
ま
だ
広
い
。

ど
こ
に
行
っ
て
も
、
知
ら
な
い
景
色
が
あ
る
ん
だ
ね
」
と
。

そ
れ
か
ら
俺
は
、
毎
日
、
ち
ょ
っ
と
ず
つ
背
伸
び
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
の
間
に
か
山
よ
り
も
背
が
高
く
、

世
界
中
を
見
渡
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

人
も
地
蔵
も
、
無
理
だ
と
思
っ
た
時
、
そ
こ
で
進
歩
が
止
ま
る
。

毎
日
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
、
昨
日
よ
り
高
く
な
ろ
う
と

努
力
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
大
事
だ
ね
。

文・写真　吉田さらさ　寺と神社の旅研究家

寺、神社、仏像に関する執筆と講師が主な仕事。取材旅行を重

ねるうちに、石の神様、仏様の像の魅力に気づき、写真を撮って

「お言葉」を考えるのがライフワークとなった。2014年秋に、撮

りためた写真をまとめた本『明日がちょっと幸せになるお地

蔵さまのことば』（ディスカヴァー・トゥエンティワン）を上梓。

その他、『近江若狭の仏像』、『石仏・石の神を旅する』（いずれ

もJTBパブリッシング）など、著書多数 

http: //sarasa77.hatenablog.com/
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塩浦 信太郎
信太工房主宰／カラク
リ作家。博物館や科学
館へのカラクリの貸し
出し、ホテルなどから
のオーダーによる作品
制作、ほかにデパート
各店での展示販売な
どを行っている

金はなぜ人を魅了するのか?

素材を知る

これまで金は、富の象徴として装飾品などに

使われてきました。その理由のひとつとして、

金がほかの金属とは違って標準酸化還元とイ

オン化傾向が最も低い値を示すこと、つまり

経年劣化が非常に少ないため、不死の象徴と

しても認識されてきたことが挙げられます。

金は海中の熱水鉱床として誕生しますが、鉱

床は長い時を経て隆起・風化し、金鉱として

（砂金が）取り出されます。軟らかく、比重が

高いうえに重く、光沢があり、また非常に薄

く延ばすことができる（たとえば1グラムの

金を薄く延ばすと長さ3,000mまで延ばすこ

とができる）といった特性を持ち合わせた特

殊な金属といえます。

金は古代から硬貨としても使われていました

が、ほかの金属を混ぜ合わせることなく、純

金のままで金貨として使われることが多い点

ではほかの金属と異なっています。また、自

然界の金鉱で採掘される金にはわずかですが

銀の成分も含まれています。

金の特性のひとつに、その色が挙げられます。

「まばゆいばかりの黄金の光」などと形容さ

れますが、金の色はプラズモン周波数という

金属ナノ粒子（金コロイド）が影響して、黒

や青色、また緑や紫色に見えたりもするので

す。さらに金は、熱や電気の伝導性にも優れ、

加えて空気に浸食されず、熱や湿度などによ

る腐食に対しても強い力を秘めています。

これらの特性からも、金がいかに使いやすく

貴重な鉱物であるかを理解することができる

でしょう。

Part 1金 HOUSE
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相
模
湾
に
面
し
、
日
本
初
の
海
水
浴
場
誕
生
の
地
と
な
っ
た
、
神
奈
川
県
・
大
磯
町
。

近
代
リ
ゾ
ー
ト
文
化
発
祥
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
、か
つ
て
は
伊
藤
博
文
や
吉
田
茂
を
は
じ
め
、

政
治
家
や
財
界
人
が
こ
ぞ
っ
て
別
荘
を
建
て
、
別
荘
文
化
が
花
開
い
た
。

大
正
元
年
（
一
九
一
二
年
）
に
竣
工
し
た
旧
木
下
家
別
邸
も
そ
の
ひ
と
つ
。
大
磯
駅
前
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
し
て
、
ち
ょ
う
ど
百
年
後
の
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
年
）、「
国
の
登
録
有
形
文

化
財
」
に
指
定
さ
れ
た
。

神
奈
川
県
大
磯
町
・
旧
木
下
家
別
邸

取
材
・
文

　倉
田
ひ
さ
し

　撮
影

　大
垣
善
昭

相
模
湾
を
一
望
す
る
絶
景

　そ
れ
は
「
三
角
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　建
物
の
正
面
に
見
え
る
切
妻
屋
根
の
三
角
形

の
こ
と
で
は
な
い
。
相
模
湾
を
望
む
高
台
の
敷

地
が
、
海
側
に
向
か
っ
て
広
が
る
鋭
角
三
角
形

の
形
を
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　建
物
の
正
面
に
立
っ
て
、
ま
ず
眼
に
飛
び
こ

ん
で
く
る
の
が
ア
ー
チ
の
あ
る
玄
関
ポ
ー
チ
だ
。

庇ひ
さ
しの

上
に
は
陽
光
を
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
た
バ
ル

島
が
一
望
で
き
る
ラ
ウ
ン
ジ
に
は
亀
甲
模
様
の

は
め
こ
み
ガ
ラ
ス
の
窓
が
あ
り
、
乳
白
色
の
ガ

ラ
ス
ラ
ン
プ
が
灯
る
佇
ま
い
は
、
大
正
ロ
マ
ン

の
薫
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

ア
メ
リ
カ
帰
り
の
建
築
家

　洋
館
は
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
で
建
て
ら
れ
、

現
存
す
る
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
住
宅
と
し
て
は

「
最
古
の
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
は
、
2
イ
ン
チ
×
4
イ
ン

チ
の
大
き
さ
の
材
料
を
基
準
と
し
て
、
お
も
に

釘
と
金
物
で
留
め
付
け
る
工
法
だ
。
正
式
に
は

「
枠
組
み
壁
工
法
」
と
呼
ば
れ
る
。

　こ
の
工
法
は
、
限
ら
れ
た
資
材
で
合
理
的
に

建
て
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
十
九
世
紀
初
め
の
ア

メ
リ
カ
開
拓
時
代
に
考
案
さ
れ
、
日
本
に
は
明

治
期
に
伝
わ
っ
た
。
明
治
か
ら
大
正
初
期
に
か

け
て
は
、
日
常
生
活
の
洋
風
化
が
し
だ
い
に
浸

透
し
て
い
っ
た
時
代
だ
っ
た
か
ら
、
大
正
元
年

に
竣
工
し
た
こ
の
「
旧
木
下
家
別
邸
」
は
、
当

時
の
新
建
築
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

コ
ニ
ー
が
あ
り
、
煉
瓦
敷
き
の
前
庭
の
風
景
を

見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
。
外
観
は
ア
ー
リ
ー

ア
メ
リ
カ
ン
風
の
、
ま
さ
に
白
亜
の
館
で
あ
る
。

　大
磯
の
駅
前
に
建
つ
こ
の
洋
館
は
、
外
壁
が

白
い
塗
装
仕
上
げ
の
イ
ギ
リ
ス
下
見
板
張
り
で
、

木
造
の
三
階
建
て
。
三
階
部
分
は
屋
根
裏
ス
ペ

ー
ス
で
あ
る
。
ス
レ
ー
ト
葺
き
の
切
妻
交
差
型

の
屋
根
に
は
、
左
右
に
ド
ー
マ
ー
窓
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。

　各
部
屋
に
は
デ
ザ
イ
ン
性
に
あ
ふ
れ
た
ベ
イ

ウ
イ
ン
ド
ウ
（
出
窓
）
が
設
置
さ
れ
、
建
物
全

体
が

し瀟ょ
う洒し
ゃな

雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

　現
在
は
レ
ス
ト
ラ
ン
を
は
じ
め
、
結
婚
式
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
さ
れ
、
一
階
に
は
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
サ
ロ
ン
な
ど

の
小
部
屋
が
あ
り
、
二
階
に
は
V
I
P
ル
ー
ム

や
ラ
ウ
ン
ジ
、
花
嫁
が
身
支
度
を
整
え
る
た
め

の
ブ
ラ
イ
ズ
ル
ー
ム
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　赤
絨
緞
を
敷
き
つ
め
た
V
I
P
ル
ー
ム
に
は
、

相
模
湾
の
波
と
泡
を
デ
フ
ォ
ル
メ
し
て
描
か
れ

た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
。
遠
く
江
の
島
や
三
浦
半

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
地
区
に
建
つ
「
パ
ナ
マ
・
ホ
テ

ル
」
で
あ
る
。
か
の
イ
チ
ロ
ー
が
在
籍
し
た
シ

ア
ト
ル
・
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
本
拠
地
「
セ
ー
フ
コ
・

フ
ィ
ー
ル
ド
」
に
ほ
ど
近
い
場
所
だ
。

地
下
に
銭
湯
が
あ
っ
た
ホ
テ
ル

　「パ
ナ
マ
・
ホ
テ
ル
」
は
、
一
九
一
〇
（
明
治

四
十
三
）
年
竣
工
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
旧
木

下
家
別
邸
」
が
建
つ
二
年
前
と
い
う
こ
と
だ
。

　か
つ
て
の
日
本
町
に
建
て
ら
れ
た
ホ
テ
ル
は
、

煉
瓦
の
外
壁
に
疑
似
古
典
様
式
に
よ
る
地
上
五

階
建
て
（
一
部
六
階
建
て
）。
当
時
は
日
本
か
ら

の
入
植
者
や
旅
行
者
、
ア
ラ
ス
カ
の
漁
業
労
働

者
な
ど
の
宿
泊
施
設
と
し
て
賑
わ
っ
た
と
い
う
。

地
下
に
は
漢
字
で
「
橋
立
湯
」
の
看
板
を
掲
げ

た
ア
メ
リ
カ
で
唯
一
の
和
式
の
銭
湯
が
あ
り
、

一
九
六
三
年
に
閉
鎖
さ
れ
る
ま
で
日
系
人
の
憩

い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
た
。

　ホ
テ
ル
の
外
観
は
「
旧
木
下
家
別
邸
」
と
は

異
な
っ
て
い
る
が
、
内
装
の
色
づ
か
い
や
デ
ザ

イ
ン
は
共
通
す
る
部
分
が
多
く
、
小
笹
流
の
設

計
思
想
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

　小
笹
は
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
に
、

ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
を
締
め
く
く
っ
て
帰
国
。

東
京
麹
町
区
（
現
・
千
代
田
区
）
に
工
務
所
を

開
設
し
、
日
本
で
の
設
計
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。
木
下
家
別
邸
の
設
計
も
、
こ
の
時
期
の

こ
と
で
あ
る
。

　ア
メ
リ
カ
で
の
経
験
と
知
識
を
い
か
ん
な
く

発
揮
し
、
順
風
満
帆
な
建
築
家
人
生
が
花
開
く

か
と
思
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
矢
先
の
こ

と
で
あ
る
。
突
然
の
病
を
得
て
、
帰
国
後
わ
ず

か
五
年
目
に
急
逝
。
ま
だ
四
十
歳
と
い
う
若
さ

で
あ
っ
た
。

　ち
な
み
に
、
日
本
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
っ

た
「
パ
ナ
マ
・
ホ
テ
ル
」
は
現
在
も
営
業
を
つ

づ
け
、
現
役
で
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
に
国
定
歴

史
建
造
物
と
な
り
、
二
〇
一
五
年
四
月
に
は
米

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
に
よ
り
、
国
宝
に
指

定
さ
れ
た
。
か
つ
て
の
日
本
町
に
想
い
を
馳
せ

て
、
旧
跡
を
め
ぐ
る
「
銭
湯
ツ
ア
ー
」
も
催
行

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

日
本
と
シ
ア
ト
ル
を
結
ぶ
建
築

　　小
笹
の
設
計
に
よ
る
大
磯
の
「
旧
木
下
家
別

邸
」
も
、「
パ
ナ
マ
・
ホ
テ
ル
」
と
同
じ
よ
う

に
百
年
を
超
え
る
歴
史
を
重
ね
て
き
た
。

　大
正
か
ら
平
成
に
か
け
て
、
幾
た
び
か
所
有

者
の
変
遷
も
あ
っ
た
。
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン

や
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
利
用
さ
れ

た
の
ち
、
一
時
は
取
り
壊
し
と
い
う
存
続
の
危

機
に
も
見
舞
わ
れ
た
。
そ
ん
な
中
、
大
磯
町
が

神
奈
川
県
の
邸
園
文
化
圏
再
生
構
想
の
一
環
と

し
て
建
物
を
入
手
し
、
竣
工
百
年
後
の
二
〇
一

二
（
平
成
二
十
四
）
年
に
「
国
の
登
録
有
形
文

化
財
」
に
指
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　そ
し
て
新
た
な
改
修
工
事
を
経
て
、
二
〇
一

三
年
に
ピ
ッ
ツ
ァ
＆
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
「
大
磯
迎

賓
舘
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
改
修
さ
れ

た
新
館
は
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
ス
ペ
ー
ス
と
な
り
、

ナ
ポ
リ
か
ら
取
り
寄
せ
た
伝
統
の
薪ま

き

窯が
ま

で
本
格

ナ
ポ
リ
ピ
ッ
ツ
ァ
が
焼
か
れ
て
い
る
。

　本
館
部
分
は
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
に
利
用
さ
れ
る

ほ
か
、
展
示
会
や
音
楽
会
、
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ス

ク
ー
ル
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ア

ト
ル
の
「
パ
ナ
マ
・
ホ
テ
ル
」
と
連
携
し
て
、

小
笹
三
郎
の
資
料
館
を
共
有
し
よ
う
と
い
う
企

画
も
進
行
中
だ
と
い
う
。
そ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、

小
笹
の
建
築
を
仲
人
役
と
し
て
、
海
を
越
え
た

新
し
い
絆
が
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　洋
館
を
後
に
し
て
、
ふ
と
振
り
返
る
と
相
模

湾
の
海
の
色
を
映
し
た
よ
う
な
青
い
空
に
、
白

亜
の
館
が
鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
見
せ
て

い
た
。

　風
の
中
に
、
潮
の
香
が
忍
び
こ
ん
で
き
た
。

大
正
ロ
マ
ン
が
薫
る
白
亜
の
洋
館

アーチのある玄関ポーチの上にはバルコニー

大きな窓から明るい光があふれる2階北側のグランドルーム（左）と1階西側のサロン（右）

青空と美しいコントラストを見せる3階のドーマー窓

各部屋には瀟洒な雰囲気のベイウインドウ

　建
築
主
は
、
東
京
四
谷
に
居
を
構
え
て
い
た

貿
易
商
の
木
下
建
平
。
設
計
を
担
当
し
た
の
は

ア
メ
リ
カ
帰
り
の
建
築
家
、
小
笹
三
郎
で
あ
っ

た
。　初

代
の
所
有
者
で
あ
る
木
下
建
平
に
関
す
る

資
料
や
記
録
は
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
残
っ
て

い
な
い
が
、
小
笹
三
郎
の
足
跡
は
ア
メ
リ
カ
ま

で
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

　明
治
九
年
、
長
崎
県
に
生
ま
れ
た
小
笹
は
、

十
八
歳
で
渡
米
し
、
オ
レ
ゴ
ン
州
立
大
学
で
学

ん
だ
。
卒
業
後
は
オ
レ
ゴ
ン
鉄
道
会
社
に
勤
務

し
、
鉄
道
架
設
工
事
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
、

自
ら
シ
ア
ト
ル
に
工
事
事
務
所
を
立
ち
上
げ
設

計
活
動
を
開
始
し
た
。

　ア
メ
リ
カ
で
の
建
築
作
品
と
し
て
代
表
的
な

も
の
が
、
シ
ア
ト
ル
の
東
南
端
に
あ
る
イ
ン
タ
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相
模
湾
に
面
し
、
日
本
初
の
海
水
浴
場
誕
生
の
地
と
な
っ
た
、
神
奈
川
県
・
大
磯
町
。

近
代
リ
ゾ
ー
ト
文
化
発
祥
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
、か
つ
て
は
伊
藤
博
文
や
吉
田
茂
を
は
じ
め
、

政
治
家
や
財
界
人
が
こ
ぞ
っ
て
別
荘
を
建
て
、
別
荘
文
化
が
花
開
い
た
。

大
正
元
年
（
一
九
一
二
年
）
に
竣
工
し
た
旧
木
下
家
別
邸
も
そ
の
ひ
と
つ
。
大
磯
駅
前
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
し
て
、
ち
ょ
う
ど
百
年
後
の
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
年
）、「
国
の
登
録
有
形
文

化
財
」
に
指
定
さ
れ
た
。

神
奈
川
県
大
磯
町
・
旧
木
下
家
別
邸

取
材
・
文

　倉
田
ひ
さ
し

　撮
影

　大
垣
善
昭

相
模
湾
を
一
望
す
る
絶
景

　そ
れ
は
「
三
角
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　建
物
の
正
面
に
見
え
る
切
妻
屋
根
の
三
角
形

の
こ
と
で
は
な
い
。
相
模
湾
を
望
む
高
台
の
敷

地
が
、
海
側
に
向
か
っ
て
広
が
る
鋭
角
三
角
形

の
形
を
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　建
物
の
正
面
に
立
っ
て
、
ま
ず
眼
に
飛
び
こ

ん
で
く
る
の
が
ア
ー
チ
の
あ
る
玄
関
ポ
ー
チ
だ
。

庇ひ
さ
しの

上
に
は
陽
光
を
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
た
バ
ル

島
が
一
望
で
き
る
ラ
ウ
ン
ジ
に
は
亀
甲
模
様
の

は
め
こ
み
ガ
ラ
ス
の
窓
が
あ
り
、
乳
白
色
の
ガ

ラ
ス
ラ
ン
プ
が
灯
る
佇
ま
い
は
、
大
正
ロ
マ
ン

の
薫
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

ア
メ
リ
カ
帰
り
の
建
築
家

　洋
館
は
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
で
建
て
ら
れ
、

現
存
す
る
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
住
宅
と
し
て
は

「
最
古
の
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
は
、
2
イ
ン
チ
×
4
イ
ン

チ
の
大
き
さ
の
材
料
を
基
準
と
し
て
、
お
も
に

釘
と
金
物
で
留
め
付
け
る
工
法
だ
。
正
式
に
は

「
枠
組
み
壁
工
法
」
と
呼
ば
れ
る
。

　こ
の
工
法
は
、
限
ら
れ
た
資
材
で
合
理
的
に

建
て
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
十
九
世
紀
初
め
の
ア

メ
リ
カ
開
拓
時
代
に
考
案
さ
れ
、
日
本
に
は
明

治
期
に
伝
わ
っ
た
。
明
治
か
ら
大
正
初
期
に
か

け
て
は
、
日
常
生
活
の
洋
風
化
が
し
だ
い
に
浸

透
し
て
い
っ
た
時
代
だ
っ
た
か
ら
、
大
正
元
年

に
竣
工
し
た
こ
の
「
旧
木
下
家
別
邸
」
は
、
当

時
の
新
建
築
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

コ
ニ
ー
が
あ
り
、
煉
瓦
敷
き
の
前
庭
の
風
景
を

見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
。
外
観
は
ア
ー
リ
ー

ア
メ
リ
カ
ン
風
の
、
ま
さ
に
白
亜
の
館
で
あ
る
。

　大
磯
の
駅
前
に
建
つ
こ
の
洋
館
は
、
外
壁
が

白
い
塗
装
仕
上
げ
の
イ
ギ
リ
ス
下
見
板
張
り
で
、

木
造
の
三
階
建
て
。
三
階
部
分
は
屋
根
裏
ス
ペ

ー
ス
で
あ
る
。
ス
レ
ー
ト
葺
き
の
切
妻
交
差
型

の
屋
根
に
は
、
左
右
に
ド
ー
マ
ー
窓
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。

　各
部
屋
に
は
デ
ザ
イ
ン
性
に
あ
ふ
れ
た
ベ
イ

ウ
イ
ン
ド
ウ
（
出
窓
）
が
設
置
さ
れ
、
建
物
全

体
が

し瀟ょ
う洒し
ゃな

雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

　現
在
は
レ
ス
ト
ラ
ン
を
は
じ
め
、
結
婚
式
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
さ
れ
、
一
階
に
は
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
サ
ロ
ン
な
ど

の
小
部
屋
が
あ
り
、
二
階
に
は
V
I
P
ル
ー
ム

や
ラ
ウ
ン
ジ
、
花
嫁
が
身
支
度
を
整
え
る
た
め

の
ブ
ラ
イ
ズ
ル
ー
ム
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　赤
絨
緞
を
敷
き
つ
め
た
V
I
P
ル
ー
ム
に
は
、

相
模
湾
の
波
と
泡
を
デ
フ
ォ
ル
メ
し
て
描
か
れ

た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
。
遠
く
江
の
島
や
三
浦
半

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
地
区
に
建
つ
「
パ
ナ
マ
・
ホ
テ

ル
」
で
あ
る
。
か
の
イ
チ
ロ
ー
が
在
籍
し
た
シ

ア
ト
ル
・
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
本
拠
地
「
セ
ー
フ
コ
・

フ
ィ
ー
ル
ド
」
に
ほ
ど
近
い
場
所
だ
。

地
下
に
銭
湯
が
あ
っ
た
ホ
テ
ル

　「パ
ナ
マ
・
ホ
テ
ル
」
は
、
一
九
一
〇
（
明
治

四
十
三
）
年
竣
工
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
旧
木

下
家
別
邸
」
が
建
つ
二
年
前
と
い
う
こ
と
だ
。

　か
つ
て
の
日
本
町
に
建
て
ら
れ
た
ホ
テ
ル
は
、

煉
瓦
の
外
壁
に
疑
似
古
典
様
式
に
よ
る
地
上
五

階
建
て
（
一
部
六
階
建
て
）。
当
時
は
日
本
か
ら

の
入
植
者
や
旅
行
者
、
ア
ラ
ス
カ
の
漁
業
労
働

者
な
ど
の
宿
泊
施
設
と
し
て
賑
わ
っ
た
と
い
う
。

地
下
に
は
漢
字
で
「
橋
立
湯
」
の
看
板
を
掲
げ

た
ア
メ
リ
カ
で
唯
一
の
和
式
の
銭
湯
が
あ
り
、

一
九
六
三
年
に
閉
鎖
さ
れ
る
ま
で
日
系
人
の
憩

い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
た
。

　ホ
テ
ル
の
外
観
は
「
旧
木
下
家
別
邸
」
と
は

異
な
っ
て
い
る
が
、
内
装
の
色
づ
か
い
や
デ
ザ

イ
ン
は
共
通
す
る
部
分
が
多
く
、
小
笹
流
の
設

計
思
想
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

　小
笹
は
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
に
、

ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
を
締
め
く
く
っ
て
帰
国
。

東
京
麹
町
区
（
現
・
千
代
田
区
）
に
工
務
所
を

開
設
し
、
日
本
で
の
設
計
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。
木
下
家
別
邸
の
設
計
も
、
こ
の
時
期
の

こ
と
で
あ
る
。

　ア
メ
リ
カ
で
の
経
験
と
知
識
を
い
か
ん
な
く

発
揮
し
、
順
風
満
帆
な
建
築
家
人
生
が
花
開
く

か
と
思
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
矢
先
の
こ

と
で
あ
る
。
突
然
の
病
を
得
て
、
帰
国
後
わ
ず

か
五
年
目
に
急
逝
。
ま
だ
四
十
歳
と
い
う
若
さ

で
あ
っ
た
。

　ち
な
み
に
、
日
本
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
っ

た
「
パ
ナ
マ
・
ホ
テ
ル
」
は
現
在
も
営
業
を
つ

づ
け
、
現
役
で
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
に
国
定
歴

史
建
造
物
と
な
り
、
二
〇
一
五
年
四
月
に
は
米

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
に
よ
り
、
国
宝
に
指

定
さ
れ
た
。
か
つ
て
の
日
本
町
に
想
い
を
馳
せ

て
、
旧
跡
を
め
ぐ
る
「
銭
湯
ツ
ア
ー
」
も
催
行

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

日
本
と
シ
ア
ト
ル
を
結
ぶ
建
築

　　小
笹
の
設
計
に
よ
る
大
磯
の
「
旧
木
下
家
別

邸
」
も
、「
パ
ナ
マ
・
ホ
テ
ル
」
と
同
じ
よ
う

に
百
年
を
超
え
る
歴
史
を
重
ね
て
き
た
。

　大
正
か
ら
平
成
に
か
け
て
、
幾
た
び
か
所
有

者
の
変
遷
も
あ
っ
た
。
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン

や
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
利
用
さ
れ

た
の
ち
、
一
時
は
取
り
壊
し
と
い
う
存
続
の
危

機
に
も
見
舞
わ
れ
た
。
そ
ん
な
中
、
大
磯
町
が

神
奈
川
県
の
邸
園
文
化
圏
再
生
構
想
の
一
環
と

し
て
建
物
を
入
手
し
、
竣
工
百
年
後
の
二
〇
一

二
（
平
成
二
十
四
）
年
に
「
国
の
登
録
有
形
文

化
財
」
に
指
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　そ
し
て
新
た
な
改
修
工
事
を
経
て
、
二
〇
一

三
年
に
ピ
ッ
ツ
ァ
＆
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
「
大
磯
迎

賓
舘
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
改
修
さ
れ

た
新
館
は
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
ス
ペ
ー
ス
と
な
り
、

ナ
ポ
リ
か
ら
取
り
寄
せ
た
伝
統
の
薪ま

き

窯が
ま

で
本
格

ナ
ポ
リ
ピ
ッ
ツ
ァ
が
焼
か
れ
て
い
る
。

　本
館
部
分
は
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
に
利
用
さ
れ
る

ほ
か
、
展
示
会
や
音
楽
会
、
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ス

ク
ー
ル
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ア

ト
ル
の
「
パ
ナ
マ
・
ホ
テ
ル
」
と
連
携
し
て
、

小
笹
三
郎
の
資
料
館
を
共
有
し
よ
う
と
い
う
企

画
も
進
行
中
だ
と
い
う
。
そ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、

小
笹
の
建
築
を
仲
人
役
と
し
て
、
海
を
越
え
た

新
し
い
絆
が
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　洋
館
を
後
に
し
て
、
ふ
と
振
り
返
る
と
相
模

湾
の
海
の
色
を
映
し
た
よ
う
な
青
い
空
に
、
白

亜
の
館
が
鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
見
せ
て

い
た
。

　風
の
中
に
、
潮
の
香
が
忍
び
こ
ん
で
き
た
。

大
正
ロ
マ
ン
が
薫
る
白
亜
の
洋
館

アーチのある玄関ポーチの上にはバルコニー

大きな窓から明るい光があふれる2階北側のグランドルーム（左）と1階西側のサロン（右）

青空と美しいコントラストを見せる3階のドーマー窓

各部屋には瀟洒な雰囲気のベイウインドウ

　建
築
主
は
、
東
京
四
谷
に
居
を
構
え
て
い
た

貿
易
商
の
木
下
建
平
。
設
計
を
担
当
し
た
の
は

ア
メ
リ
カ
帰
り
の
建
築
家
、
小
笹
三
郎
で
あ
っ

た
。　初

代
の
所
有
者
で
あ
る
木
下
建
平
に
関
す
る

資
料
や
記
録
は
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
残
っ
て

い
な
い
が
、
小
笹
三
郎
の
足
跡
は
ア
メ
リ
カ
ま

で
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

　明
治
九
年
、
長
崎
県
に
生
ま
れ
た
小
笹
は
、

十
八
歳
で
渡
米
し
、
オ
レ
ゴ
ン
州
立
大
学
で
学

ん
だ
。
卒
業
後
は
オ
レ
ゴ
ン
鉄
道
会
社
に
勤
務

し
、
鉄
道
架
設
工
事
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
、

自
ら
シ
ア
ト
ル
に
工
事
事
務
所
を
立
ち
上
げ
設

計
活
動
を
開
始
し
た
。

　ア
メ
リ
カ
で
の
建
築
作
品
と
し
て
代
表
的
な

も
の
が
、
シ
ア
ト
ル
の
東
南
端
に
あ
る
イ
ン
タ
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参考資料 :「わが国明治・大正期におけるツーバイフォー住宅の変遷に関する研究」（日本ツーバイフォー建築協会）

邸内のレセプション・ルームには、
大正期の建物では珍しい「埋め込み
式」のシックでモダンな飾り棚。ま
た竣工当時から使われてきたドア
ノブには、アカンサスの花がデザイ
ンされた飾り金具のほか、つまみ部
分にも独特の模様が施されていま
す。しかも部屋ごとに異なったデザ
インを採用するなど、建築家の細や
かなセンスが感じられます。

アトム の 視 点I N F O R M A T I O N

相
模
湾
を
一
望
す
る
絶
景

　そ
れ
は
「
三
角
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　建
物
の
正
面
に
見
え
る
切
妻
屋
根
の
三
角
形

の
こ
と
で
は
な
い
。
相
模
湾
を
望
む
高
台
の
敷

地
が
、
海
側
に
向
か
っ
て
広
が
る
鋭
角
三
角
形

の
形
を
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　建
物
の
正
面
に
立
っ
て
、
ま
ず
眼
に
飛
び
こ

ん
で
く
る
の
が
ア
ー
チ
の
あ
る
玄
関
ポ
ー
チ
だ
。

庇ひ
さ
しの

上
に
は
陽
光
を
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
た
バ
ル

島
が
一
望
で
き
る
ラ
ウ
ン
ジ
に
は
亀
甲
模
様
の

は
め
こ
み
ガ
ラ
ス
の
窓
が
あ
り
、
乳
白
色
の
ガ

ラ
ス
ラ
ン
プ
が
灯
る
佇
ま
い
は
、
大
正
ロ
マ
ン

の
薫
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

ア
メ
リ
カ
帰
り
の
建
築
家

　洋
館
は
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
で
建
て
ら
れ
、

現
存
す
る
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
住
宅
と
し
て
は

「
最
古
の
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
は
、
2
イ
ン
チ
×
4
イ
ン

チ
の
大
き
さ
の
材
料
を
基
準
と
し
て
、
お
も
に

釘
と
金
物
で
留
め
付
け
る
工
法
だ
。
正
式
に
は

「
枠
組
み
壁
工
法
」
と
呼
ば
れ
る
。

　こ
の
工
法
は
、
限
ら
れ
た
資
材
で
合
理
的
に

建
て
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
十
九
世
紀
初
め
の
ア

メ
リ
カ
開
拓
時
代
に
考
案
さ
れ
、
日
本
に
は
明

治
期
に
伝
わ
っ
た
。
明
治
か
ら
大
正
初
期
に
か

け
て
は
、
日
常
生
活
の
洋
風
化
が
し
だ
い
に
浸

透
し
て
い
っ
た
時
代
だ
っ
た
か
ら
、
大
正
元
年

に
竣
工
し
た
こ
の
「
旧
木
下
家
別
邸
」
は
、
当

時
の
新
建
築
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

コ
ニ
ー
が
あ
り
、
煉
瓦
敷
き
の
前
庭
の
風
景
を

見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
。
外
観
は
ア
ー
リ
ー

ア
メ
リ
カ
ン
風
の
、
ま
さ
に
白
亜
の
館
で
あ
る
。

　大
磯
の
駅
前
に
建
つ
こ
の
洋
館
は
、
外
壁
が

白
い
塗
装
仕
上
げ
の
イ
ギ
リ
ス
下
見
板
張
り
で
、

木
造
の
三
階
建
て
。
三
階
部
分
は
屋
根
裏
ス
ペ

ー
ス
で
あ
る
。
ス
レ
ー
ト
葺
き
の
切
妻
交
差
型

の
屋
根
に
は
、
左
右
に
ド
ー
マ
ー
窓
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。

　各
部
屋
に
は
デ
ザ
イ
ン
性
に
あ
ふ
れ
た
ベ
イ

ウ
イ
ン
ド
ウ
（
出
窓
）
が
設
置
さ
れ
、
建
物
全

体
が

し瀟ょ
う洒し
ゃな

雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

　現
在
は
レ
ス
ト
ラ
ン
を
は
じ
め
、
結
婚
式
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
さ
れ
、
一
階
に
は
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
サ
ロ
ン
な
ど

の
小
部
屋
が
あ
り
、
二
階
に
は
V
I
P
ル
ー
ム

や
ラ
ウ
ン
ジ
、
花
嫁
が
身
支
度
を
整
え
る
た
め

の
ブ
ラ
イ
ズ
ル
ー
ム
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　赤
絨
緞
を
敷
き
つ
め
た
V
I
P
ル
ー
ム
に
は
、

相
模
湾
の
波
と
泡
を
デ
フ
ォ
ル
メ
し
て
描
か
れ

た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
。
遠
く
江
の
島
や
三
浦
半

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
地
区
に
建
つ
「
パ
ナ
マ
・
ホ
テ

ル
」
で
あ
る
。
か
の
イ
チ
ロ
ー
が
在
籍
し
た
シ

ア
ト
ル
・
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
本
拠
地
「
セ
ー
フ
コ
・

フ
ィ
ー
ル
ド
」
に
ほ
ど
近
い
場
所
だ
。

地
下
に
銭
湯
が
あ
っ
た
ホ
テ
ル

　「パ
ナ
マ
・
ホ
テ
ル
」
は
、
一
九
一
〇
（
明
治

四
十
三
）
年
竣
工
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
旧
木

下
家
別
邸
」
が
建
つ
二
年
前
と
い
う
こ
と
だ
。

　か
つ
て
の
日
本
町
に
建
て
ら
れ
た
ホ
テ
ル
は
、

煉
瓦
の
外
壁
に
疑
似
古
典
様
式
に
よ
る
地
上
五

階
建
て
（
一
部
六
階
建
て
）。
当
時
は
日
本
か
ら

の
入
植
者
や
旅
行
者
、
ア
ラ
ス
カ
の
漁
業
労
働

者
な
ど
の
宿
泊
施
設
と
し
て
賑
わ
っ
た
と
い
う
。

地
下
に
は
漢
字
で
「
橋
立
湯
」
の
看
板
を
掲
げ

た
ア
メ
リ
カ
で
唯
一
の
和
式
の
銭
湯
が
あ
り
、

一
九
六
三
年
に
閉
鎖
さ
れ
る
ま
で
日
系
人
の
憩

い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
た
。

　ホ
テ
ル
の
外
観
は
「
旧
木
下
家
別
邸
」
と
は

異
な
っ
て
い
る
が
、
内
装
の
色
づ
か
い
や
デ
ザ

イ
ン
は
共
通
す
る
部
分
が
多
く
、
小
笹
流
の
設

計
思
想
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

　小
笹
は
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
に
、

ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
を
締
め
く
く
っ
て
帰
国
。

東
京
麹
町
区
（
現
・
千
代
田
区
）
に
工
務
所
を

開
設
し
、
日
本
で
の
設
計
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。
木
下
家
別
邸
の
設
計
も
、
こ
の
時
期
の

こ
と
で
あ
る
。

　ア
メ
リ
カ
で
の
経
験
と
知
識
を
い
か
ん
な
く

発
揮
し
、
順
風
満
帆
な
建
築
家
人
生
が
花
開
く

か
と
思
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
矢
先
の
こ

と
で
あ
る
。
突
然
の
病
を
得
て
、
帰
国
後
わ
ず

か
五
年
目
に
急
逝
。
ま
だ
四
十
歳
と
い
う
若
さ

で
あ
っ
た
。

　ち
な
み
に
、
日
本
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
っ

た
「
パ
ナ
マ
・
ホ
テ
ル
」
は
現
在
も
営
業
を
つ

づ
け
、
現
役
で
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
に
国
定
歴

史
建
造
物
と
な
り
、
二
〇
一
五
年
四
月
に
は
米

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
に
よ
り
、
国
宝
に
指

定
さ
れ
た
。
か
つ
て
の
日
本
町
に
想
い
を
馳
せ

て
、
旧
跡
を
め
ぐ
る
「
銭
湯
ツ
ア
ー
」
も
催
行

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

日
本
と
シ
ア
ト
ル
を
結
ぶ
建
築

　　小
笹
の
設
計
に
よ
る
大
磯
の
「
旧
木
下
家
別

邸
」
も
、「
パ
ナ
マ
・
ホ
テ
ル
」
と
同
じ
よ
う

に
百
年
を
超
え
る
歴
史
を
重
ね
て
き
た
。

　大
正
か
ら
平
成
に
か
け
て
、
幾
た
び
か
所
有

者
の
変
遷
も
あ
っ
た
。
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン

や
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
利
用
さ
れ

た
の
ち
、
一
時
は
取
り
壊
し
と
い
う
存
続
の
危

機
に
も
見
舞
わ
れ
た
。
そ
ん
な
中
、
大
磯
町
が

神
奈
川
県
の
邸
園
文
化
圏
再
生
構
想
の
一
環
と

し
て
建
物
を
入
手
し
、
竣
工
百
年
後
の
二
〇
一

二
（
平
成
二
十
四
）
年
に
「
国
の
登
録
有
形
文

化
財
」
に
指
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　そ
し
て
新
た
な
改
修
工
事
を
経
て
、
二
〇
一

三
年
に
ピ
ッ
ツ
ァ
＆
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
「
大
磯
迎

賓
舘
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
改
修
さ
れ

た
新
館
は
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
ス
ペ
ー
ス
と
な
り
、

ナ
ポ
リ
か
ら
取
り
寄
せ
た
伝
統
の
薪ま

き

窯が
ま

で
本
格

ナ
ポ
リ
ピ
ッ
ツ
ァ
が
焼
か
れ
て
い
る
。

　本
館
部
分
は
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
に
利
用
さ
れ
る

ほ
か
、
展
示
会
や
音
楽
会
、
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ス

ク
ー
ル
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ア

ト
ル
の
「
パ
ナ
マ
・
ホ
テ
ル
」
と
連
携
し
て
、

小
笹
三
郎
の
資
料
館
を
共
有
し
よ
う
と
い
う
企

画
も
進
行
中
だ
と
い
う
。
そ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、

小
笹
の
建
築
を
仲
人
役
と
し
て
、
海
を
越
え
た

新
し
い
絆
が
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　洋
館
を
後
に
し
て
、
ふ
と
振
り
返
る
と
相
模

湾
の
海
の
色
を
映
し
た
よ
う
な
青
い
空
に
、
白

亜
の
館
が
鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
見
せ
て

い
た
。

　風
の
中
に
、
潮
の
香
が
忍
び
こ
ん
で
き
た
。

　旧木下家別邸（大磯迎賓舘）

4所在地：神奈川県中郡大磯町大磯1007

4TEL. 050-3385-0013　FAX. 050-3385-0419

4レストラン営業時間：Lunch 11:30～14:00（LO）　
　　　　　　　　　　　 Dinner 17:30～ 20:00（LO）

4定休日：水曜定休　駐車スペース3台（事前予約制）

4ブライダル・パーティのお問合せ：TEL. 050-3385-0418

4交通：JR東海道本線［普通］東京より70分　
　　　JR湘南新宿ライン［快速］新宿より69分　
　　　「大磯」駅下車、徒歩1分

4ホームページ：http://www.oisogeihinkan.com

温かな光が差しこむ赤絨緞が敷きつめられた2階海側にあるラウンジ

ガーデンスペースにある石灯籠

大磯の風景と波と泡がモチーフのステンドグラスやわらかな光を灯す、大正ロマンを彷彿とさせるデザインの照明器具

照明取り付け口は草花模様が
デザインされ換気口にもなっている

小笹が設計した、シアトル
にあるパナマ・ホテル。
地下には米国で唯一という
銭湯があった

亀甲模様のステンドグラスのある
ラウンジから相模湾が一望できる

　建
築
主
は
、
東
京
四
谷
に
居
を
構
え
て
い
た

貿
易
商
の
木
下
建
平
。
設
計
を
担
当
し
た
の
は

ア
メ
リ
カ
帰
り
の
建
築
家
、
小
笹
三
郎
で
あ
っ

た
。　初

代
の
所
有
者
で
あ
る
木
下
建
平
に
関
す
る

資
料
や
記
録
は
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
残
っ
て

い
な
い
が
、
小
笹
三
郎
の
足
跡
は
ア
メ
リ
カ
ま

で
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

　明
治
九
年
、
長
崎
県
に
生
ま
れ
た
小
笹
は
、

十
八
歳
で
渡
米
し
、
オ
レ
ゴ
ン
州
立
大
学
で
学

ん
だ
。
卒
業
後
は
オ
レ
ゴ
ン
鉄
道
会
社
に
勤
務

し
、
鉄
道
架
設
工
事
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
、

自
ら
シ
ア
ト
ル
に
工
事
事
務
所
を
立
ち
上
げ
設

計
活
動
を
開
始
し
た
。

　ア
メ
リ
カ
で
の
建
築
作
品
と
し
て
代
表
的
な

も
の
が
、
シ
ア
ト
ル
の
東
南
端
に
あ
る
イ
ン
タ

1314



参考資料 :「わが国明治・大正期におけるツーバイフォー住宅の変遷に関する研究」（日本ツーバイフォー建築協会）

邸内のレセプション・ルームには、
大正期の建物では珍しい「埋め込み
式」のシックでモダンな飾り棚。ま
た竣工当時から使われてきたドア
ノブには、アカンサスの花がデザイ
ンされた飾り金具のほか、つまみ部
分にも独特の模様が施されていま
す。しかも部屋ごとに異なったデザ
インを採用するなど、建築家の細や
かなセンスが感じられます。

アトム の 視 点I N F O R M A T I O N

相
模
湾
を
一
望
す
る
絶
景

　そ
れ
は
「
三
角
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　建
物
の
正
面
に
見
え
る
切
妻
屋
根
の
三
角
形

の
こ
と
で
は
な
い
。
相
模
湾
を
望
む
高
台
の
敷

地
が
、
海
側
に
向
か
っ
て
広
が
る
鋭
角
三
角
形

の
形
を
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　建
物
の
正
面
に
立
っ
て
、
ま
ず
眼
に
飛
び
こ

ん
で
く
る
の
が
ア
ー
チ
の
あ
る
玄
関
ポ
ー
チ
だ
。

庇ひ
さ
しの

上
に
は
陽
光
を
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
た
バ
ル

島
が
一
望
で
き
る
ラ
ウ
ン
ジ
に
は
亀
甲
模
様
の

は
め
こ
み
ガ
ラ
ス
の
窓
が
あ
り
、
乳
白
色
の
ガ

ラ
ス
ラ
ン
プ
が
灯
る
佇
ま
い
は
、
大
正
ロ
マ
ン

の
薫
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

ア
メ
リ
カ
帰
り
の
建
築
家

　洋
館
は
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
で
建
て
ら
れ
、

現
存
す
る
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
住
宅
と
し
て
は

「
最
古
の
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
は
、
2
イ
ン
チ
×
4
イ
ン

チ
の
大
き
さ
の
材
料
を
基
準
と
し
て
、
お
も
に

釘
と
金
物
で
留
め
付
け
る
工
法
だ
。
正
式
に
は

「
枠
組
み
壁
工
法
」
と
呼
ば
れ
る
。

　こ
の
工
法
は
、
限
ら
れ
た
資
材
で
合
理
的
に

建
て
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
十
九
世
紀
初
め
の
ア

メ
リ
カ
開
拓
時
代
に
考
案
さ
れ
、
日
本
に
は
明

治
期
に
伝
わ
っ
た
。
明
治
か
ら
大
正
初
期
に
か

け
て
は
、
日
常
生
活
の
洋
風
化
が
し
だ
い
に
浸

透
し
て
い
っ
た
時
代
だ
っ
た
か
ら
、
大
正
元
年

に
竣
工
し
た
こ
の
「
旧
木
下
家
別
邸
」
は
、
当

時
の
新
建
築
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

コ
ニ
ー
が
あ
り
、
煉
瓦
敷
き
の
前
庭
の
風
景
を

見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
。
外
観
は
ア
ー
リ
ー

ア
メ
リ
カ
ン
風
の
、
ま
さ
に
白
亜
の
館
で
あ
る
。

　大
磯
の
駅
前
に
建
つ
こ
の
洋
館
は
、
外
壁
が

白
い
塗
装
仕
上
げ
の
イ
ギ
リ
ス
下
見
板
張
り
で
、

木
造
の
三
階
建
て
。
三
階
部
分
は
屋
根
裏
ス
ペ

ー
ス
で
あ
る
。
ス
レ
ー
ト
葺
き
の
切
妻
交
差
型

の
屋
根
に
は
、
左
右
に
ド
ー
マ
ー
窓
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。

　各
部
屋
に
は
デ
ザ
イ
ン
性
に
あ
ふ
れ
た
ベ
イ

ウ
イ
ン
ド
ウ
（
出
窓
）
が
設
置
さ
れ
、
建
物
全

体
が

し瀟ょ
う洒し
ゃな

雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

　現
在
は
レ
ス
ト
ラ
ン
を
は
じ
め
、
結
婚
式
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
さ
れ
、
一
階
に
は
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
サ
ロ
ン
な
ど

の
小
部
屋
が
あ
り
、
二
階
に
は
V
I
P
ル
ー
ム

や
ラ
ウ
ン
ジ
、
花
嫁
が
身
支
度
を
整
え
る
た
め

の
ブ
ラ
イ
ズ
ル
ー
ム
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　赤
絨
緞
を
敷
き
つ
め
た
V
I
P
ル
ー
ム
に
は
、

相
模
湾
の
波
と
泡
を
デ
フ
ォ
ル
メ
し
て
描
か
れ

た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
。
遠
く
江
の
島
や
三
浦
半

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
地
区
に
建
つ
「
パ
ナ
マ
・
ホ
テ

ル
」
で
あ
る
。
か
の
イ
チ
ロ
ー
が
在
籍
し
た
シ

ア
ト
ル
・
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
本
拠
地
「
セ
ー
フ
コ
・

フ
ィ
ー
ル
ド
」
に
ほ
ど
近
い
場
所
だ
。

地
下
に
銭
湯
が
あ
っ
た
ホ
テ
ル

　「パ
ナ
マ
・
ホ
テ
ル
」
は
、
一
九
一
〇
（
明
治

四
十
三
）
年
竣
工
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
旧
木

下
家
別
邸
」
が
建
つ
二
年
前
と
い
う
こ
と
だ
。

　か
つ
て
の
日
本
町
に
建
て
ら
れ
た
ホ
テ
ル
は
、

煉
瓦
の
外
壁
に
疑
似
古
典
様
式
に
よ
る
地
上
五

階
建
て
（
一
部
六
階
建
て
）。
当
時
は
日
本
か
ら

の
入
植
者
や
旅
行
者
、
ア
ラ
ス
カ
の
漁
業
労
働

者
な
ど
の
宿
泊
施
設
と
し
て
賑
わ
っ
た
と
い
う
。

地
下
に
は
漢
字
で
「
橋
立
湯
」
の
看
板
を
掲
げ

た
ア
メ
リ
カ
で
唯
一
の
和
式
の
銭
湯
が
あ
り
、

一
九
六
三
年
に
閉
鎖
さ
れ
る
ま
で
日
系
人
の
憩

い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
た
。

　ホ
テ
ル
の
外
観
は
「
旧
木
下
家
別
邸
」
と
は

異
な
っ
て
い
る
が
、
内
装
の
色
づ
か
い
や
デ
ザ

イ
ン
は
共
通
す
る
部
分
が
多
く
、
小
笹
流
の
設

計
思
想
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

　小
笹
は
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
に
、

ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
を
締
め
く
く
っ
て
帰
国
。

東
京
麹
町
区
（
現
・
千
代
田
区
）
に
工
務
所
を

開
設
し
、
日
本
で
の
設
計
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。
木
下
家
別
邸
の
設
計
も
、
こ
の
時
期
の

こ
と
で
あ
る
。

　ア
メ
リ
カ
で
の
経
験
と
知
識
を
い
か
ん
な
く

発
揮
し
、
順
風
満
帆
な
建
築
家
人
生
が
花
開
く

か
と
思
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
矢
先
の
こ

と
で
あ
る
。
突
然
の
病
を
得
て
、
帰
国
後
わ
ず

か
五
年
目
に
急
逝
。
ま
だ
四
十
歳
と
い
う
若
さ

で
あ
っ
た
。

　ち
な
み
に
、
日
本
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
っ

た
「
パ
ナ
マ
・
ホ
テ
ル
」
は
現
在
も
営
業
を
つ

づ
け
、
現
役
で
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
に
国
定
歴

史
建
造
物
と
な
り
、
二
〇
一
五
年
四
月
に
は
米

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
に
よ
り
、
国
宝
に
指

定
さ
れ
た
。
か
つ
て
の
日
本
町
に
想
い
を
馳
せ

て
、
旧
跡
を
め
ぐ
る
「
銭
湯
ツ
ア
ー
」
も
催
行

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

日
本
と
シ
ア
ト
ル
を
結
ぶ
建
築

　　小
笹
の
設
計
に
よ
る
大
磯
の
「
旧
木
下
家
別

邸
」
も
、「
パ
ナ
マ
・
ホ
テ
ル
」
と
同
じ
よ
う

に
百
年
を
超
え
る
歴
史
を
重
ね
て
き
た
。

　大
正
か
ら
平
成
に
か
け
て
、
幾
た
び
か
所
有

者
の
変
遷
も
あ
っ
た
。
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン

や
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
利
用
さ
れ

た
の
ち
、
一
時
は
取
り
壊
し
と
い
う
存
続
の
危

機
に
も
見
舞
わ
れ
た
。
そ
ん
な
中
、
大
磯
町
が

神
奈
川
県
の
邸
園
文
化
圏
再
生
構
想
の
一
環
と

し
て
建
物
を
入
手
し
、
竣
工
百
年
後
の
二
〇
一

二
（
平
成
二
十
四
）
年
に
「
国
の
登
録
有
形
文

化
財
」
に
指
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　そ
し
て
新
た
な
改
修
工
事
を
経
て
、
二
〇
一

三
年
に
ピ
ッ
ツ
ァ
＆
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
「
大
磯
迎

賓
舘
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
改
修
さ
れ

た
新
館
は
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
ス
ペ
ー
ス
と
な
り
、

ナ
ポ
リ
か
ら
取
り
寄
せ
た
伝
統
の
薪ま

き

窯が
ま

で
本
格

ナ
ポ
リ
ピ
ッ
ツ
ァ
が
焼
か
れ
て
い
る
。

　本
館
部
分
は
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
に
利
用
さ
れ
る

ほ
か
、
展
示
会
や
音
楽
会
、
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ス

ク
ー
ル
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ア

ト
ル
の
「
パ
ナ
マ
・
ホ
テ
ル
」
と
連
携
し
て
、

小
笹
三
郎
の
資
料
館
を
共
有
し
よ
う
と
い
う
企

画
も
進
行
中
だ
と
い
う
。
そ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、

小
笹
の
建
築
を
仲
人
役
と
し
て
、
海
を
越
え
た

新
し
い
絆
が
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　洋
館
を
後
に
し
て
、
ふ
と
振
り
返
る
と
相
模

湾
の
海
の
色
を
映
し
た
よ
う
な
青
い
空
に
、
白

亜
の
館
が
鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
見
せ
て

い
た
。

　風
の
中
に
、
潮
の
香
が
忍
び
こ
ん
で
き
た
。

　旧木下家別邸（大磯迎賓舘）

4所在地：神奈川県中郡大磯町大磯1007

4TEL. 050-3385-0013　FAX. 050-3385-0419

4レストラン営業時間：Lunch 11:30～14:00（LO）　
　　　　　　　　　　　 Dinner 17:30～ 20:00（LO）

4定休日：水曜定休　駐車スペース3台（事前予約制）

4ブライダル・パーティのお問合せ：TEL. 050-3385-0418

4交通：JR東海道本線［普通］東京より70分　
　　　JR湘南新宿ライン［快速］新宿より69分　
　　　「大磯」駅下車、徒歩1分

4ホームページ：http://www.oisogeihinkan.com

温かな光が差しこむ赤絨緞が敷きつめられた2階海側にあるラウンジ

ガーデンスペースにある石灯籠

大磯の風景と波と泡がモチーフのステンドグラスやわらかな光を灯す、大正ロマンを彷彿とさせるデザインの照明器具

照明取り付け口は草花模様が
デザインされ換気口にもなっている

小笹が設計した、シアトル
にあるパナマ・ホテル。
地下には米国で唯一という
銭湯があった

亀甲模様のステンドグラスのある
ラウンジから相模湾が一望できる

　建
築
主
は
、
東
京
四
谷
に
居
を
構
え
て
い
た

貿
易
商
の
木
下
建
平
。
設
計
を
担
当
し
た
の
は

ア
メ
リ
カ
帰
り
の
建
築
家
、
小
笹
三
郎
で
あ
っ

た
。　初

代
の
所
有
者
で
あ
る
木
下
建
平
に
関
す
る

資
料
や
記
録
は
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
残
っ
て

い
な
い
が
、
小
笹
三
郎
の
足
跡
は
ア
メ
リ
カ
ま

で
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

　明
治
九
年
、
長
崎
県
に
生
ま
れ
た
小
笹
は
、

十
八
歳
で
渡
米
し
、
オ
レ
ゴ
ン
州
立
大
学
で
学

ん
だ
。
卒
業
後
は
オ
レ
ゴ
ン
鉄
道
会
社
に
勤
務

し
、
鉄
道
架
設
工
事
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
、

自
ら
シ
ア
ト
ル
に
工
事
事
務
所
を
立
ち
上
げ
設

計
活
動
を
開
始
し
た
。

　ア
メ
リ
カ
で
の
建
築
作
品
と
し
て
代
表
的
な

も
の
が
、
シ
ア
ト
ル
の
東
南
端
に
あ
る
イ
ン
タ
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下荷重式引戸ソフトクローズ
FC－122

フリクションハンドル
［ご提案品］

引戸の開閉時にハンドル部分に誤って

寄りかかってしまっても、ハンドルが床

に接地して引戸の動きを抑制すること

で、金具の破損やレールへの負担を軽減

し、転倒の予防も期待できます。

跳ね上がり抑制付
FCX－2940－K－H /AFD－2940－K－H

戸先・戸尻ともにソフトクローズ機構を

使用する場合、扉幅に制限がありました

が、2wayソフトクローズFCXでは、最

小扉幅をより狭く抑えることが可能に

なりました。このFCXシリーズAFDタ

イプに「跳ね上がり抑制機構」を搭載し

ました。

ご来場くださいましたお客様に厚く御礼申し上げます。ありがとうございました。

Q 1

A

Q 2

A

Q 3

A

Q 4

A

当社の業績概況や事業戦略
にスムーズにアクセス! アト
ムリビンテックの「株主・投
資家情報」サイトをぜひご活
用ください。

www.atomlt .com / ir

3創業 
1903年（明治36年）
3設立 
1954年（昭和29年）
3代表者 
代表取締役社長　高橋　良一

3資本金 
3億74万円（平成27年6月期末）
3従業員数 
115名（平成27年6月30日現在）
3本社所在地 
東京都台東区入谷1-27-4

アトムリビンテック株式会社　会社概要

1949年生まれ。1969年入社。
集配センター、研究室、営業管
理部、販売部等を経て、1980
年代表取締役副社長。1984年、
代表取締役社長。

アトムリビンテック株式会社 

代表取締役社長  高橋 良一

3年商 
93億100万円（平成27年6月期）
3事業内容 
内装金物（住まいの金物）の
企画・開発・販売

アトムリビンテックって、どんな会社?

「アトム」の名称には、どんな意味が
あるのですか ?

アトムブランド誕生の
きっかけとは ?

ブランド名が社名にもなった
経緯をお聞かせください。

社名の変更は
いつだったのでしょう ?

2

証券コード：3426

皆さんからのお問合せのうち、ベストスリーに入るのが

「商標や社名のアトムってどんな意味?」という質問です。

「What is ATOM?」、今回はその第2回。高橋良一社長に

お聞きしました。

What is ATOM?

 よく訊かれる質問ですが、かつて古代ギリシャの哲学

者たちは、「アトム」とは「分割不可能な存在」であり、「事

物を構成する最小の単位」と考えていたそうです。私ども

は、ものづくりの原点として「微細なものをないがしろに

しない」という意味合いや、創業者から伝えられている「基

本に忠実であれ」という想いを込めて「アトム」の名を冠

したブランドを誕生させたのです。

 もともと和家具の金物には、昔から「桐
きり

唐
から

草
くさ

前
まえ

飾
かざ

金
りか

具
なぐ

」

とか「
ま

丸
るた

宝
からぶ

船
ね

前
まえ

飾
かざ

金
りか

具
なぐ

」、あるいは「丸
まる

半
はん

月
げつ

釻
かん

」「櫛
くし

形
がた

釻
かん

」の

ように文様がすぐイメージできる伝統的な呼び方が商品

名になっていました。ところが生活の洋風化がすすんで洋

家具が普及するようになったものの、洋家具の金物にはそ

うした商品名がありませんでした。そこで、当社の主力商

品に「アトム」の名を付けて販売していくことにしたわけ

です。1953年（昭和28年）発売の「アトム1号棚受」が、ア

トムブランド誕生の第一歩でした。

 おかげさまで、アトムブランド商品のヒットによって、

次第に「アトム」の呼称が金物業界のなかで広く知られる

ようになりました。また、ちょうど商品の差別化や銘柄表

示といった考え方が主流を占めるようになって、「アトム」

が当社のコーポレートブランドへと発展していったんで

すね。こうした流れのなかで、21世紀にふさわしいビジネ

スプラン展開をしようという動きが起こりました。その一

環として思い切って社名を変更することにしたわけです。

  21世紀を目前にした2000年（平成12年）6月でした。

アトムブランドの認知度が高まり、業界への浸透も深まっ

ていた「アトム」の名称に加え、住まいの技術を意味する

「Living Tech」と、技術に生きる「Live in Tech」とを結び

つけ、こうした理念を大切にする企業でありつづけたいと

いう思いを込め、それらを合成して社名変更をしたのです。

「高橋金物株式会社」から「アトムリビンテック株式会社」

へ。それが当社の新たなスタートとなりました。

2015 秋の内覧会レポート2015 秋の内覧会レポート
去る10月、大阪と東京でアトムリビンテック「2015

秋の内覧会」を開催いたしました。今回は会期を土曜

日まで延長して、コンパクトでコストパフォーマンス

に優れた新世代引戸ソフトクローズ FCXや、新型下

荷重式引戸用ソフトクローズなど、多彩な新製品と施

工例をご紹介いたしました。東京会場では、スタッフ

手づくりの「クロスワードパズル」を解いてプレゼン

トをゲットしていただくフロアラリーにもご参加いた

だきました。

大阪会場
アトム住まいの

金物ギャラリー大阪

東京会場
アトムCSタワー

ガイド部にソフトクローズ機能が内蔵

され、面付けでの取り付けが可能。引戸

の戸首加工や掘り込み加工は不要で、施

工も容易な製品です。また「跳ね上がり」

への対策も取り入れられた機構となっ

ているため、スムーズな開閉を実現して

います。
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され、面付けでの取り付けが可能。引戸

の戸首加工や掘り込み加工は不要で、施

工も容易な製品です。また「跳ね上がり」

への対策も取り入れられた機構となっ

ているため、スムーズな開閉を実現して

います。
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アトム社員がリレーでお届け
オフタイムの過ごし方

　前
年
比
66
%
ア
ッ
プ
。
こ
の
数
字
は
残
念
な
が
ら
私
の

売
上
成
績
で
は
な
く
、
国
内
に
お
け
る
ア
ナ
ロ
グ
レ
コ
ー

ド
の
生
産
量
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
音
源
配
信
が
す
っ
か
り
主

流
と
な
っ
た
昨
今
で
す
が
、
時
代
に
逆
行
す
る
よ
う
に
ア

ナ
ロ
グ
レ
コ
ー
ド
の
人
気
が
欧
米
を
は
じ
め
、
日
本
で
も

高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
レ
コ
ー
ド
を
知
ら
な
い
世
代
か
ら
も

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　私
の
場
合
は
、
C
D
の
消
費
世
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、

学
生
時
代
で
あ
る
二
十
余
年
前
に
ジ
ャ
ズ
や
ソ
ウ
ル
、
ラ

テ
ン
、
フ
レ
ン
チ
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
に

関
わ
る
機
会
が
あ
り
、
ア
ナ
ロ
グ
レ
コ
ー
ド
に
出
合
い
、

の
め
り
込
み
、
今
に
い
た
る
ま
で
収
集
し
て
い
ま
す
。
レ

コ
ー
ド
の
魅
力
を
改
め
て
考
え
ま
す
と
、
モ
ノ
と
し
て
の

質
感
・
音
質
・
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
機
械
的
な
魅
力
・
ア
ナ
ロ

グ
な
所
作
・
音
源
が
レ
コ
ー
ド
で
し
か
な
い
こ
と
な
ど
…
。

　レ
コ
ー
ド
店
で
は
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
見
な
が
ら
、
視
聴
し

な
が
ら
、
探
し
て
い
る
音
源
、
ま
た
自
分
だ
け
の
思
い
が

け
な
い
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
ア
イ
テ
ム
を
〝
掘
り
〞
探
し
ま
す
。

東
京
で
は
一
時
期
よ
り
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
今
で
も
渋

谷
や
西
新
宿
に
ま
だ
レ
コ
ー
ド
店
は
あ
る
ん
で
す
よ
。

　悩
み
と
い
え
ば
、
レ
ア
な
音
源
を
求
め
る
あ
ま
り
に
、

レ
コ
ー
ド
1
枚
に
数
万
円
が
必
要
に
な
る
こ
と
、
ま
た
数

が
増
え
て
ゆ
く
あ
ま
り
に
我
が
家
の
ス
ペ
ー
ス
を
圧
迫
す

る
こ
と
で
す
。
何
は
と
も
あ
れ
、
自
分
の
た
め
の
趣
味
と

し
か
言
い
よ
う
が
な
く
、
共
感
も
求
め
て
い
ま
せ
ん
が
、

自
分
に
戻
れ
る
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
一
生
か
け
て
も
聴
き
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な

い
ほ
ど
の
音
源
を
自
分
の
ペ
ー
ス
で
〝
掘
り
〞
探
し
な
が

ら
楽
し
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

小学生の娘にジャズを聴かせるのですが、どうやら眠くなってしまうみたいです
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新着アイテムのご紹介やイベント情報、

ATOMNEWS関連記事をお届けしています。

☞http://www.atomlt.com/cstower/

「アトムCSタワー」で検索してください。
アトムリビンテック公式HPからもご覧になれます。

編 集 後 記

前号で掲載を終えた「アルティザンギャラリー」においては、さま
ざまなジャンルのおもに伝統工芸に携わる職人の方々をご紹介さ
せていただきました。そのなかで、日本独自の伝統と革新のプロ
セスにおける現代のワンシーンを、フォトグラファー大屋徳亮氏
ならびにライターの川村千織氏のお力をお借りして、4年半（18
回）にわたりレポートさせていただきました。ご登場いただいた
職人の皆さま、同シリーズに全身全霊を込めていただいた大屋徳
亮氏ならびに川村千織氏に、この場をお借りして心より御礼申し
上げます。ありがとうございました。 〈アトムニューズ編集室一同〉

貴社のルーツが飾（かざり）職人だったというのになるほどと
思いました。建築金物はカタログを見るだけでもとてもおもし
ろいです。やりたいことのために探しまくることもあれば、フ
センを貼って今度使おうと考えることも。これが欲しかった、こ
ういうのを探していた、というセンスの良さがあると思います。
 〈愛知県　S・N様　女性〉

京都の数珠の職人さんの話を興味深く拝読しました。実際に手
に触れるものですのでこうして丁寧に作られていると思うとう
れしいですね。建具の取っ手も同じ感覚で作ってくれるとあり
がたいし、大切に使われると思います。 〈埼玉県　S・M様　女性〉

田母沢御用邸は、小学校の修学旅行の宿泊先で思い出深い建物
でした。広いのでいくつもの学校と一緒になり、自分の泊まっ
ていた部屋がわからず迷子になるくらいでした。
 〈東京都　もっち様　男性〉

身近に使っている1円玉ですが、コストの方が高いことを知り、
驚きました。筆者のアルミニウムの説明、とてもわかりやすか
ったです。 〈東京都　Y・Y様　女性〉

世間でも流行の多肉植物にハマり、一般的な鉢だけでなく貝な
どに植えて楽しんでいます。189号を読んでいてふと思ったの
ですが、KANAGUさんで取り扱っている商品に植えてみたら
楽しいかも!! 〈神奈川県　Y・A様　女性〉

この間テレビ「有吉くんの正直さんぽ」でお店の紹介見ました。
カタログなどとはまったく別のおもしろ商品を見ましたよ。ま
た、そのような品物をATOMNEWSでよろしくお願いします!!
 〈大阪府　フリーハート様　男性〉

取材・文・イラスト　塩浦信太郎

東京都国分寺市東元町2-20-10　T E L: 042- 401-8505　
Mail: cafeslow@h4.dion.ne.jp

ズーニー運動：身近なものを「捨てズニ」大切にしたい運動、これは下の記事でもでてきますが、直して使えるものは使う生活スタイルの提案運動
ハチドリのひとしずく：南米エクアドルの物語。森が火事になった時、森に住むハチドリが小さな水を一滴ずつ運んで火事を消した。とても小さな力でもやり続ければ力になるという教え

4カフェスロー

ス ロ ー ラ イ フ を 実 践 し て い る 人 や 空 間 を レ ポ ー ト

楽
し
む
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
文
化
に
し
た
い

　店
内
は
天
井
が
高
く
、
た
く
さ
ん
の
テ
ー

ブ
ル
と
椅
子
を
配
置
し
て
も
十
分
余
裕
の
あ

る
空
間
が
広
が
り
ま
す
。
じ
つ
は
こ
の
素
敵

な
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
は
す
べ
て
リ
ユ
ー
ス
家

具
。
つ
ま
り
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
椅
子
や

テ
ー
ブ
ル
を
手
直
し
し
再
利
用
し
て
い
る
の

で
す
。
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　店
の
内
装
は
、
壁
伝
い
に
藁
を
一
〇
〇
個
ほ
ど

積
み
上
げ
て
土
台
に
し
、
そ
の
上
に
珪
藻
土
を
塗

っ
て
壁
に
し
て
い
ま
す
。
珪
藻
土
が
呼
吸
し
て
適

度
な
湿
度
を
保
つ
こ
と
に
よ
り
、
乾
燥
し
て
い
る

と
き
で
も
ほ
こ
り
が
立
ち
に
く
い
効
果
が
あ
る
と

オ
ー
ナ
ー
の
吉
岡
さ
ん
は
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

壁
に
使
用
し
て
い
る
ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
鋼
板
は
、
あ

い
だ
に
麻
の
断
熱
材
を
敷
い
て
い
る
た
め
、
夏
は

涼
し
く
冬
は
暖
か
く
過
ご
せ
ま
す
。
こ
こ
に
も
カ

フ
ェ
ス
ロ
ー
の
エ
コ
精
神
が
浸
透
し
て
い
ま
し
た
。

　吉
岡
さ
ん
に
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と
を
聞
い

て
み
た
と
こ
ろ
、
カ
フ
ェ
ス
ロ
ー
の
敷
地
内
に
、

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
や
家
具
な
ど
を
修
理
し
た
り
リ

メ
イ
ク
す
る
「
修
理
・
修
繕
コ
ー
ナ
ー
」
を
新
た

に
設
け
た
い
と
の
こ
と
。「
直
し
て
使
え
る
も
の

は
使
う
」
生
活
ス
タ
イ
ル
提
案
の
き
っ
か
け
に
し

た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
の
カ
フ
ェ
ス
ロ
ー
の
活
動
も
目
が
離

せ
ま
せ
ん
。
ウ
ォ
ッ
チ
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

﹇
最
終
回
﹈

国
分
寺 4

 

カ
フ
ェ
ス
ロ
ー 4

4

　気
軽
に
エ
コ
を
楽
し
も
う 

編

カフェスローでは、店の取り組みを通して地球に負荷のかからない生活を実践し

たい、この想いをベースに、エコをとことん考えることを始めました。そこから

生まれたのがズーニー運動やナマケモノ倶楽部のハチドリのひとしずくなどのさ

まざまなエコ活動。エコロジーを考え、エコロジーを楽しむ活動が始まりました。

見てね!

1718



読者の声
Vol.34

個人情報の取り扱いについて
アンケートや読者プレゼントにご応募いただいた皆さまの個人情報は、読者プレゼントおよび「ATOMNEWS」の発送にのみ使用いたします。ご本人の承諾のない限り、
第三者に提供することはありません。また、ご応募の集計結果は個人を識別できない形で管理の上、「ATOMNEWS」の企画・編集・制作の参考にさせていただきます。

特販事業部 主任　原 秀太郎
特需営業を担当し、既存商品にとらわれない
開発・提案などにも携わる

アトム社員がリレーでお届け
オフタイムの過ごし方

　前
年
比
66
%
ア
ッ
プ
。
こ
の
数
字
は
残
念
な
が
ら
私
の

売
上
成
績
で
は
な
く
、
国
内
に
お
け
る
ア
ナ
ロ
グ
レ
コ
ー

ド
の
生
産
量
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
音
源
配
信
が
す
っ
か
り
主

流
と
な
っ
た
昨
今
で
す
が
、
時
代
に
逆
行
す
る
よ
う
に
ア

ナ
ロ
グ
レ
コ
ー
ド
の
人
気
が
欧
米
を
は
じ
め
、
日
本
で
も

高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
レ
コ
ー
ド
を
知
ら
な
い
世
代
か
ら
も

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　私
の
場
合
は
、
C
D
の
消
費
世
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、

学
生
時
代
で
あ
る
二
十
余
年
前
に
ジ
ャ
ズ
や
ソ
ウ
ル
、
ラ

テ
ン
、
フ
レ
ン
チ
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
に

関
わ
る
機
会
が
あ
り
、
ア
ナ
ロ
グ
レ
コ
ー
ド
に
出
合
い
、

の
め
り
込
み
、
今
に
い
た
る
ま
で
収
集
し
て
い
ま
す
。
レ

コ
ー
ド
の
魅
力
を
改
め
て
考
え
ま
す
と
、
モ
ノ
と
し
て
の

質
感
・
音
質
・
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
機
械
的
な
魅
力
・
ア
ナ
ロ

グ
な
所
作
・
音
源
が
レ
コ
ー
ド
で
し
か
な
い
こ
と
な
ど
…
。

　レ
コ
ー
ド
店
で
は
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
見
な
が
ら
、
視
聴
し

な
が
ら
、
探
し
て
い
る
音
源
、
ま
た
自
分
だ
け
の
思
い
が

け
な
い
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
ア
イ
テ
ム
を
〝
掘
り
〞
探
し
ま
す
。

東
京
で
は
一
時
期
よ
り
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
今
で
も
渋

谷
や
西
新
宿
に
ま
だ
レ
コ
ー
ド
店
は
あ
る
ん
で
す
よ
。

　悩
み
と
い
え
ば
、
レ
ア
な
音
源
を
求
め
る
あ
ま
り
に
、

レ
コ
ー
ド
1
枚
に
数
万
円
が
必
要
に
な
る
こ
と
、
ま
た
数

が
増
え
て
ゆ
く
あ
ま
り
に
我
が
家
の
ス
ペ
ー
ス
を
圧
迫
す

る
こ
と
で
す
。
何
は
と
も
あ
れ
、
自
分
の
た
め
の
趣
味
と

し
か
言
い
よ
う
が
な
く
、
共
感
も
求
め
て
い
ま
せ
ん
が
、

自
分
に
戻
れ
る
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
一
生
か
け
て
も
聴
き
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な

い
ほ
ど
の
音
源
を
自
分
の
ペ
ー
ス
で
〝
掘
り
〞
探
し
な
が

ら
楽
し
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

小学生の娘にジャズを聴かせるのですが、どうやら眠くなってしまうみたいです

I N F O R M AT I O N

アトムCSタワー公式HP

1階ギャラリーショップKANAGU 

新着アイテムのご紹介やイベント情報、

ATOMNEWS関連記事をお届けしています。

☞http://www.atomlt.com/cstower/

「アトムCSタワー」で検索してください。
アトムリビンテック公式HPからもご覧になれます。

編 集 後 記

前号で掲載を終えた「アルティザンギャラリー」においては、さま
ざまなジャンルのおもに伝統工芸に携わる職人の方々をご紹介さ
せていただきました。そのなかで、日本独自の伝統と革新のプロ
セスにおける現代のワンシーンを、フォトグラファー大屋徳亮氏
ならびにライターの川村千織氏のお力をお借りして、4年半（18
回）にわたりレポートさせていただきました。ご登場いただいた
職人の皆さま、同シリーズに全身全霊を込めていただいた大屋徳
亮氏ならびに川村千織氏に、この場をお借りして心より御礼申し
上げます。ありがとうございました。 〈アトムニューズ編集室一同〉

貴社のルーツが飾（かざり）職人だったというのになるほどと
思いました。建築金物はカタログを見るだけでもとてもおもし
ろいです。やりたいことのために探しまくることもあれば、フ
センを貼って今度使おうと考えることも。これが欲しかった、こ
ういうのを探していた、というセンスの良さがあると思います。
 〈愛知県　S・N様　女性〉

京都の数珠の職人さんの話を興味深く拝読しました。実際に手
に触れるものですのでこうして丁寧に作られていると思うとう
れしいですね。建具の取っ手も同じ感覚で作ってくれるとあり
がたいし、大切に使われると思います。 〈埼玉県　S・M様　女性〉

田母沢御用邸は、小学校の修学旅行の宿泊先で思い出深い建物
でした。広いのでいくつもの学校と一緒になり、自分の泊まっ
ていた部屋がわからず迷子になるくらいでした。
 〈東京都　もっち様　男性〉

身近に使っている1円玉ですが、コストの方が高いことを知り、
驚きました。筆者のアルミニウムの説明、とてもわかりやすか
ったです。 〈東京都　Y・Y様　女性〉

世間でも流行の多肉植物にハマり、一般的な鉢だけでなく貝な
どに植えて楽しんでいます。189号を読んでいてふと思ったの
ですが、KANAGUさんで取り扱っている商品に植えてみたら
楽しいかも!! 〈神奈川県　Y・A様　女性〉

この間テレビ「有吉くんの正直さんぽ」でお店の紹介見ました。
カタログなどとはまったく別のおもしろ商品を見ましたよ。ま
た、そのような品物をATOMNEWSでよろしくお願いします!!
 〈大阪府　フリーハート様　男性〉

取材・文・イラスト　塩浦信太郎

東京都国分寺市東元町2-20-10　T E L: 042- 401-8505　
Mail: cafeslow@h4.dion.ne.jp

ズーニー運動：身近なものを「捨てズニ」大切にしたい運動、これは下の記事でもでてきますが、直して使えるものは使う生活スタイルの提案運動
ハチドリのひとしずく：南米エクアドルの物語。森が火事になった時、森に住むハチドリが小さな水を一滴ずつ運んで火事を消した。とても小さな力でもやり続ければ力になるという教え

4カフェスロー

ス ロ ー ラ イ フ を 実 践 し て い る 人 や 空 間 を レ ポ ー ト

楽
し
む
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
文
化
に
し
た
い

　店
内
は
天
井
が
高
く
、
た
く
さ
ん
の
テ
ー

ブ
ル
と
椅
子
を
配
置
し
て
も
十
分
余
裕
の
あ

る
空
間
が
広
が
り
ま
す
。
じ
つ
は
こ
の
素
敵

な
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
は
す
べ
て
リ
ユ
ー
ス
家

具
。
つ
ま
り
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
椅
子
や

テ
ー
ブ
ル
を
手
直
し
し
再
利
用
し
て
い
る
の

で
す
。

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

　店
の
内
装
は
、
壁
伝
い
に
藁
を
一
〇
〇
個
ほ
ど

積
み
上
げ
て
土
台
に
し
、
そ
の
上
に
珪
藻
土
を
塗

っ
て
壁
に
し
て
い
ま
す
。
珪
藻
土
が
呼
吸
し
て
適

度
な
湿
度
を
保
つ
こ
と
に
よ
り
、
乾
燥
し
て
い
る

と
き
で
も
ほ
こ
り
が
立
ち
に
く
い
効
果
が
あ
る
と

オ
ー
ナ
ー
の
吉
岡
さ
ん
は
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

壁
に
使
用
し
て
い
る
ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
鋼
板
は
、
あ

い
だ
に
麻
の
断
熱
材
を
敷
い
て
い
る
た
め
、
夏
は

涼
し
く
冬
は
暖
か
く
過
ご
せ
ま
す
。
こ
こ
に
も
カ

フ
ェ
ス
ロ
ー
の
エ
コ
精
神
が
浸
透
し
て
い
ま
し
た
。

　吉
岡
さ
ん
に
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と
を
聞
い

て
み
た
と
こ
ろ
、
カ
フ
ェ
ス
ロ
ー
の
敷
地
内
に
、

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
や
家
具
な
ど
を
修
理
し
た
り
リ

メ
イ
ク
す
る
「
修
理
・
修
繕
コ
ー
ナ
ー
」
を
新
た

に
設
け
た
い
と
の
こ
と
。「
直
し
て
使
え
る
も
の

は
使
う
」
生
活
ス
タ
イ
ル
提
案
の
き
っ
か
け
に
し

た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
の
カ
フ
ェ
ス
ロ
ー
の
活
動
も
目
が
離

せ
ま
せ
ん
。
ウ
ォ
ッ
チ
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

﹇
最
終
回
﹈

国
分
寺 4

 

カ
フ
ェ
ス
ロ
ー 4

4

　気
軽
に
エ
コ
を
楽
し
も
う 

編

カフェスローでは、店の取り組みを通して地球に負荷のかからない生活を実践し

たい、この想いをベースに、エコをとことん考えることを始めました。そこから

生まれたのがズーニー運動やナマケモノ倶楽部のハチドリのひとしずくなどのさ

まざまなエコ活動。エコロジーを考え、エコロジーを楽しむ活動が始まりました。

見てね!
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タオル掛け
ペーパーホルダー

棚 など

補助手摺り
傘立て
室内ドアのレバー
戸当り
ドア用丁番
玄関用収納椅子 など

引手・戸車・明かり採り
引戸錠・大型取手・ステー
引戸ソフトクローズ など

折戸・引戸システム金具
ハンガーパイプ・フック

キャスター・デスク用金物 など

扉のマグネットキャッチ
ツマミ・ハンドル・耐震ラッチ
スライド丁番・スライドレール など

ここにも、あそこにも、ATOMの金物。ここにも、あそこにも、ATOMの金物。
アトムブランドは信頼と高品質の証。これからも快適な暮らしを支えていきます。アトムブランドは信頼と高品質の証。これからも快適な暮らしを支えていきます。

kitchen

bedroom

sanitary

entrance

livingroom

http:// www.atomlt .com

■本社／〒110-8680 東京都台東区入谷1-27-4 TEL.03-3876-0600（代表）

■アトムCSタワー／〒105-0004 東京都港区新橋4-31-5

■アトム住まいの金物ギャラリー大阪事業所／〒564-0052 大阪府吹田市広芝町18-5
TEL.06-6821-7281　　FAX.06-6821-7282

■札幌営業所／〒060-0907 北海道札幌市東区北七条東三丁目28-32 井門札幌東ビル1F
TEL.011-748-3113　　FAX.011-753-3015

■前橋営業所／〒371-0805 群馬県前橋市南町3-72-7
TEL.027-223-2651　　FAX.027-223-2661

■広島営業所／〒733-0031 広島県広島市西区観音町16-9 みさおビル1F
TEL.082-291-4235　　FAX.082-291-4880

特 販 事 業 部
卸 売 事 業 部

TEL.03-3876-0603
TEL.03-3876-0602

アーバンスタイル事業部
亜 吐 夢 金 物 館

TEL.03-3437-3673
TEL.03-3437-3440

FAX.03-3876-8833
FAX.03-3876-4435

FAX.03-3437-3565
FAX.03-3437-3565
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